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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は老年期で躁うつ寛解期の又は寛解した非認知症の大うつ病性障害、双極性障害、
統合失調症患者を対象に、日本版統合失調症認知機能簡易評価尺度（BACS-J）を用いて神
経認知機能障害を比較した横断研究である。その結果、双極性障害、統合失調症は同程度
の認知機能障害を示す一方で、大うつ病はいくつかの認知機能領域とcomposite scoreにお
いて双極性障害、統合失調症よりも障害の程度が軽度であった。3群の認知機能障害のプロ
フィールは類似しており、運動機能、遂行機能が相対的に高く、注意と情報処理速度が低
かった。本論文の内容は、精神医学の分野で、老年期の精神疾患にみられる認知機能障害
は質的なものよりも量的なものであることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高
めたものと認める。 
